
国際展示場駅

東京ビッグサイト駅※青海（あおみ）駅

徒歩2分

徒歩4分

徒歩3分

徒歩7分

至： 大崎 至： 新木場

至： 新橋
至： 豊洲

東京テレポート駅
りんかい線
（所要時間2分）

ゆりかもめ
（所要時間2分）

学校・教育 総合展 展示会場
セミナー会場B

（東京ビッグサイト 青海展示棟） 無料 巡回バス
（所要時間 5分）

セミナー会場 A
（東京ビッグサイト 会議棟）

出
入
口

出
入
口

来場対象者 出展社 模擬授業が体験できます
最新の学校設備・ICT機器を使った

本展は 導入・比較検討のための展示会です

◆ 課題解決の相談

◆製品の比較・検討

◆ 模擬授業・デモ体験

◆ 新規発注先の開拓 プログラミング・STEM ゾーン

新しい学びを体感できます

31のセミナーを開催
順不同、敬称略。講師・プログラムが変更になる場合がございます。
なお、掲載枠上、所属・役職を省略している場合がございます。

詳細は裏面へ事前申込制

＜講師 一部紹介＞

文部科学省
初等中等教育局 
情報教育・外国語教育課
課長
髙谷 浩樹

文部科学省
高等教育局 私学部
私学助成課長
井上 睦子

東京大学／慶應義塾大学
教授
鈴木 寛

開成中学校・高等学校
校長
柳沢 幸雄

（一財）実用英語推進機構
代表理事
安河内 哲也

早稲田大学
総長
田中 愛治
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東京 駅

品川 駅

新宿 駅

豊洲 駅

新橋 駅

＜りんかい線＞
東京テレポート 駅

＜ゆりかもめ＞
青海（あおみ） 駅

■ 電車

徒歩
約4分

徒歩
約2分

約20分

約10分

約23分

約16分

約19分
（JR新木場経由）

（JR大崎経由）

所要時間は、ダイヤ・交通状況により前後する場合があります。

※ 2019年3月に 「国際展示場正門駅」 から改称

ご
注
意

東京ビッグサイトの別棟として新設した
会場は「東京テレポート駅」 徒歩2分

「青海展示棟」です！
あ お み

リード エグジビション ジャパン
代表取締役社長
石積 忠夫
日本最大の見本市主催会社。年間231本開催

日本教育情報化振興会／

会長  赤堀 侃司
日本有数の教育の情報化普及団体

全国ICT教育首長協議会
会長
横尾 俊彦 （多久市長）
ＩＣＴ教育を推進する127自治体が加盟

私立大学情報教育協会
会長  向殿 政男
（明治大学 顧問・名誉教授）

222大学・62短大が加盟する有力団体

大学ICT推進協議会
会長  北野 正雄
（京都大学 理事・副学長）

全国111大学が加盟、ICT化を推進

日本イーラーニングコンソシアム
会長  加藤 憲治
（富士通ラーニングメディア 常任顧問）

日本最大のeラーニング普及推進団体

（順不同、法人格・敬称略）

主 催 者

後　援

後　援後　援

後　援 後　援

下記のことができます 37,000名が来場！

　※1 同時開催展を含む、同種の展示会との出展社数および製品展示面積の比較。　※2 出展契約企業に加え、共同出展する グループ企業・パートナー企業数も含む。　　本招待券に掲載の出展社数・来場者数・セミナー数は2019年3月12日時点の同時開催展を含む最終見込み数字であり、開催時には増減の可能性があります。

このような通路が46本並んだ、前回の会場風景（2018年）

ICT CONNECT 21

検索教育ITソリューションEXPO

www.edict.jp

招待券の追加請求は（無料）

出展社一覧は裏面へ

（本招待券1枚で 1名のみ入場可）

上司、同僚、関連部署の方 へ
配布ください !

特
設

広
げ
て
両
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

O
P
E
N
!

当社があなたをご招待いたします

本券をお持ちでない場合、入場料 ¥5,000/人。 18歳未満の方の入場は固くお断りします。 最新情報はWebへ ▼ www.edict.jp

招待券

sample

会期は6月、会場は青海展示棟に変更になりますご注意！

会期： 2019年 6月19日［水］～21日［金］ 
会場： 東京ビッグサイト 青海展示棟 「東京テレポート駅」徒歩2分

主催：  リード エグジビション ジャパン（株）

あ お み

東 京6月
大 阪9月 年２回開催

本展は

最新情報をＷebで公開！
●出展製品  ●会場案内図  ●宿泊情報  ・・・など

www.edict.jp

昨年比大幅増 !

大学・教育委員会・学校・塾から37,000名が来場
昨年比大幅増

■会場周辺図

※本図は実際のレイアウトと異なる場合がございます。

ICT機器ゾーンセキュリティゾーン学校業務支援ゾーン

eラーニングゾーン

●事務支援システム
●教務・校務支援システム
●デジタル採点システム
●働き方改革支援

● タブレットＰＣ

●電子黒板

●プロジェクター

●書画カメラ

●校内LAN・
ネットワーク

●保管・充電機器

●視聴覚機器

● 情報セキュリティ
● 情報漏えい対策
● 登下校見守り
● 情報モラルツール

…など

プログラミング・STEMゾーン

…など

…など

…など

…など

教材・教育
コンテンツゾーン

●デジタル教科書 ●デジタル教材
●教育ソフト ●学術情報データベース

A ホール B ホール

教育分野 日本最大
※1

430社
※2

が出展！

本招待券で両展に入場可学校・教育 総合展 会場レイアウト図／出展対象製品 2展で430社
※2

が出展！
教育ITソリューション第 　回

前回（2018年）の会場風景

10:00～18:00
（最終日のみ17:00終了）

教育の第一人者が毎日講演！

●遠隔授業・講義配信 ●授業・講義収録
● LMS ● eラーニング コンテンツ

●プログラミング教材 ● STEM教材
● VR・AR ●AI・人工知能

…など

第
10
回

同時開催 第2回

内学校・教育 総合展第
10
回

第 　回

●校舎・教室リニューアル ●教室設備 ●体育館・校庭設備
●空調・照明・音響 ●制服・スクール用品 ●記念品・グッズ
●防犯・防災用品 ●生徒・学生向けサービス ●人材派遣・業務請負

…など

…など…など

●大学
●教育委員会
●小・中・高校
●塾・予備校・専門学校

下記を提供する企業教育業界の職員・教員
●学校業務支援
●教材 コンテンツ
●eラーニング
●ICT機器
●セキュリティ
●プログラミング教育

学校専門卸
企業の人事・研修 部門



セミナーを毎日開催！ 【事前申込制】【受講無料】同時
開催

お問合せ 主催者 リード エグジビション ジャパン株式会社

教育ITソリューション EXPO 事務局

〒163-0570　東京都新宿区西新宿1-26-2　新宿野村ビル18階
E-mail： edict@reedexpo.co.jp
TEL： 03-6625-7678　　FAX： 03-6625-7679

▼ 会場へのアクセス

詳 細　 www.edict.jp/access_tokyo/

詳細・お申込みはWebへ 
▶www.edix-expo.jp/seminar_tokyo/

■ ゆりかもめ
・ 新橋駅 約22分

・ 豊洲駅 約8分
 東京ビッグサイト駅※

 （下車徒歩約3分）

大井町駅乗換え

国際展示場駅
（下車徒歩約7分）

■ りんかい線・JR埼京線（直通運転） 

・ 新宿駅 約25分

・ 池袋駅 約31分

・ 大宮駅 約63分

・ 横浜駅 約40分

徒歩約3分

■ 空港バス
・ 羽田空港 約25分

・ 成田空港 約60分
東京ビッグサイト東京ベイ有明

ワシントンホテル

＜東京ビッグサイト 青海展示棟＞

※ 2019年3月に 「国際展示場正門駅」 から改称

＜東京ビッグサイト 会議棟＞

■ ゆりかもめ
・ 新橋駅 約20分

・ 豊洲駅 約10分
青海（あおみ）駅
（下車徒歩約4分）

東京テレポート駅
（下車徒歩約2分）

■ りんかい線・JR埼京線（直通運転） 

・ 東京駅 約19分

・ 品川駅 約16分

・ 新宿駅 約23分

（JR新木場経由）

（JR大崎経由）

前回（2018年）のセミナー会場風景

1　学校・教育 総合展 基調講演 
K-1 6月19日［水］10：00～10：45 【教育ICT総論】 K-2 6月19日［水］11：30～12：15 【大学改革】 K-3 6月21日［金］10：00～10：45 【AI時代の教育】

これからの子ども達への教育 
～学校と社会をいかにつなげるか、ICTはなぜ必要か～

世界で輝くWASEDAを目ざして AI時代の教育 
～今、求められる小・中・高校・大学の教育改革～

日本教育情報化振興会 会長 
赤堀 侃司

早稲田大学 総長 
田中 愛治

東京大学／慶應義塾大学 教授 
鈴木 寛

※敬称略。録音、写真・動画撮影などは一切禁止させていただきます。   講師、プログラム内容の一部が変更となる場合がございます。 
なお、掲載枠上 講師の役職・所属を省略させていただいている場合もございます。　あらかじめご了承ください。 

2　教育ITソリューション EXPO 特別講演
E-1 6月19日［水］14：30～15：15 【多様な個性を活かす教育】 E-2 6月19日［水］16：00～16：45 【志願者を増やす広報戦略】 E-3 6月20日［木］10：00～10：45 【教育ICT動向（文科省）】 E-4 6月20日［木］11：30～12：15 【世界の教育ICTを日本へ①】

問題児を求む。新しい高校。Loohcsの取り組み ～これからの子どもたちの学びとは～ 知と汗と涙の近大流コミュニケーション戦略 教育の情報化の最新動向と今後の展望 マイクロソフトが考える Future Ready Skill―21世紀を生き抜く力
AI、ロボティクスを使いこなし、社会で活躍するための
「未来のスキル」とは

（株）リバースプロジェクト 代表 
伊勢谷 友介

Loohcs高等学院 校長／ 
カリキュラム設計責任者

笠井 成樹
近畿大学 総務部長 

世耕 石弘

文部科学省 初等中等教育局  
情報教育・外国語教育課 課長 

髙谷 浩樹

日本マイクロソフト（株） パブリックセクター事業本部  
業務執行役員 文教営業統括本部 統括本部長 

中井 陽子

E-5 6月20日［木］14：30～15：15 【世界の教育ICTを日本へ②】 E-6 6月21日［金］11：30～12：15 【新学習指導要領とICT整備】 E-7 6月21日［金］13：00～13：45 【入試改革に備える英語教育】 セミナーは「東京ビッグサイト 青海展示棟」と
 「東京ビッグサイト 会議棟」の2カ所で行います。

会場についての詳しい情報は、下記のアドレスよりご確認ください。
※各セミナー会場は 6月上旬に公開いたします。 
▶www.edix-expo.jp/doc_semi_venue_tokyo/

AI時代を生きる子供達のこれからの教育とは 
～世界で採用されるGoogle for Educationの 
成功事例とともに考える～ 

新学習指導要領 実施直前 
～ICT整備・活用のため、今からできること～ 

4技能（聞く、話す、読む、書く）を伸ばす 
英語の学び方・教え方

Google Japan Google for Education 
マーケティング統括部長 アジア太平洋地域

スチュアート ミラー
東北大学 大学院情報科学研究科 教授 

堀田 龍也
（一財）実用英語推進機構 代表理事 

安河内 哲也

E-8 6月19日［水］9：30～11：00 【教育現場の改革】 E-9 6月19日［水］14:30～16：00 【先進地域のICT整備・活用】 E-10 6月20日［木］9：30～11：00 【大学のICT活用】

世界一のクラスを作り上げる先生が教える！  
児童・生徒のやる気を引き出すには？

学校変革の起こし方 ～「箕面高校の奇跡」と傾いた
私学の建直し、そして「新しい学校」の作り方～ ICT教育アワード受賞記念　パネルディスカッション

～新学習指導要領に向けた先進地域のICT整備と活用～

＜司会進行＞ 信州大学  教育学部 教授　東原 義訓
＜パネリスト＞  ICT教育アワード受賞自治体

教育委員会ICT担当者（予定）

「大学のICT利活用の現状、課題」パネルディスカッション 

東京学芸大学附属世田谷小学校 教諭 
沼田 晶弘

武蔵野大学中学校・高等学校 学校長 
日野田 直彦

慶應義塾大学 環境情報学部 教授  　中村 修
京都大学 理事／副学長  北野 正雄

E-11 6月20日［木］12：00～13：30 【NEC・富士通のビジョン】 E-12 6月20日［木］12：00～13：30 【ICT活用授業】 E-13 6月20日［木］14：30～15：15 【教育ICT動向（総務省）】

NECが語る「これからの学びを変える 
エビデンス（合理的根拠）に基づく教育ICTとは」

富士通が語る  
これからの学校・教育ICT化ビジョン

つくば市立みどりの学園義務教育学校全職員が
実践する 先進的ＩＣＴ教育

日本で最もICTを活用する公立小学校で行われている授業とは 
–MDM（MAZDA Disrupt Model）が
創る新しい「学び」

教育ICTと総務省の取組

日本電気（株） 執行役員 
林 良司

富士通（株） パブリックサービス 
ビジネスグループ長補佐（文教・地域/共通ビジネス担当） 

中尾 保弘
つくば市立みどりの学園義務教育学校 校長 

毛利 靖
小金井市立前原小学校 校長 

松田 孝

総務省 情報流通行政局 
情報流通振興課 情報活用支援室 室長 

田村 卓也

E-14 6月20日［木］14：30～16：00 【開成・灘の才能の伸ばし方】 E-15 6月21日［金］12：00～13：00 【リカレント教育（文科省）】 E-16 6月21日［金］12：00～13：30 【ICT活用最前線】 E-17 6月21日［金］14：30～16：00 【教育ICTの効果検証】

「開成×灘校」校長対談！ 生徒の才能を伸ばす方法 リカレント教育（社会人の学び直し）の拡充に向けて
～大学・企業に求められるもの～

【iTeachers TV LIVE !】教育ICTの先駆者が語る！ 
ICT活用の落とし穴とは？ Future-ready skillsステップモデル校 報告 

～教育ICT導入で21世紀に求められるスキルはどのように伸びるのか～ 

 ＜司会進行＞  未定 
＜パネリスト＞ ステップモデル校プロジェクト参加６自治体教育委員会（予定）

灘中学校・高等学校 校長 
和田 孫博

開成中学校・高等学校 校長／  
東京大学名誉教授 工学博士 

柳沢 幸雄
文部科学省 総合教育政策局 生涯学習推進課 

講師調整中

広尾学園中学校・高等学校 副校長　金子 暁
大阪大学 教授　岩居 弘樹

聖徳学園中学・高等学校  Executive ICT Director　品田 健
玉川大学 工学部  教授　小酒井 正和
教育ICTコンサルタント　小池 幸司

主催：全国ICT教育首長協議会

主催：全国ICT教育首長協議会

3　学びNEXT 特別講演 
M-1 6月19日［水］13：00～13：45 【プログラミング教育の力】 M-2 6月20日［木］13：00～13：45 【AI×教育】 M-3 6月20日［木］16：00～16：45 【EdTech（エドテック）】

プログラミング教育で未来に役立つ力を 
～横浜市などでの実践を通じて～

人工知能は教育をどう変えるか EdTechが変える教育の未来

（株）ディー・エヌ・エー 代表取締役会長 
南場 智子

公立はこだて未来大学 副理事長／ 
 元人工知能学会 会長 

松原 仁
デジタルハリウッド大学大学院 教授 

佐藤 昌宏

M-4 6月19日［水］9：30～10：30 【教育ICT動向（経産省）】 M-5 6月21日［金］9：30～11：00 【小学校のプログラミング対策】 M-6 6月21日［金］14：30～15：30 【プログラミング教育（文科省）】

Society5.0と「未来の教室」 来年から必修化 ～今からでも始めたい小学校プログラミング直前対策～ 情報活用能力の育成における
プログラミング教育

経済産業省 商務・サービスグループ 
サービス政策課長（併）教育産業室長

浅野 大介

（株）情報通信総合研究所 
ICTリサーチ・コンサルティング部 

平井 聡一郎
NPO法人 みんなのコード 代表理事 

利根川 裕太

文部科学省 初等中等教育局 情報教育・外国語教育課 
情報教育振興室 室長 

折笠 史典

4　学校施設・サービス EXPO 特別講演 
F-1 6月19日［水］12：00～13：00 【学校施設総論（文科省）】 F-2 6月21日［金］9：30～10：30 【私学助成金解説（文科省）】

今後の公立小中学校施設のあり方～児童生徒の学習・生活の場、
教職員の働く場にふさわしい環境を目指して～ 

2019年度私学助成関係予算について

文部科学省 大臣官房 
文教施設企画・防災部 施設企画課 

講師調整中

文部科学省 高等教育局  
私学部 私学助成課長 

井上 睦子

＜司会進行＞  　 広島大学 教授／副学長　相原 玲二

＜パネリスト＞     北海道大学 情報基盤センター 教授　棟朝 雅晴 
早稲田大学 理工学術院 教授　深澤 良彰

徳島大学 教授／副理事　上田 哲史

5　働き方改革 特別講演
H-1 6月19日［水］12：00～13：00 【学校は何をすればよいか①】 H-2 6月19日［水］14：30～16：00 【文科省報告と学校危機管理】 H-3 6月20日［木］9：30～10：30 【学校は何をすればよいか②】

教員の働き方改革の必要性と取組み方。 
～公立小中学校10校の好事例～

学校リスクのマネジメント 
～教職員の働き方の未来を考える～ 

学校における働き方改革 
～中央教育審議会の答申等について～ 

失敗、反省から学ぶ、学校の働き方改革 
～５大間違いを解説～

（株）ワーク・ライフバランス 代表取締役 
小室 淑恵

名古屋大学大学院 
教育発達科学研究科 准教授 

内田 良
文部科学省 初等中等教育局 企画官 

常盤木 祐一

教育研究家／中央教育審議会  
学校における働き方改革特別部会 委員 

妹尾 昌俊

教育ITソリューション EXPO

学校業務支援ゾーン
（株）アイアットOEC
（株）アスコン
（株）アットシステム
（株）アテナ
（株）穴吹カレッジサービス
アポロオフィスシステム（株）

（株）アミュレット
アルプ（株）

（株）アルファシステムズ
インヴェンティット（株）

（株）WINNERS
ウイングアーク1st（株）
ウェルダンシステム（株）

（株）エイプルジャパン
（株）SRA
エスエイティーティー（株）

（株）STNet
（株）EDUCOM
NTTグループ
・東日本電信電話（株）
・西日本電信電話（株）
・（株）NTTドコモ
・（株）NTTデータ
・NTTファイナンス（株）
・NTTアドバンステクノロジ（株）
・NTTレゾナント（株）
・NTTラーニングシステムズ（株）
（株）エヌ・ティ・ティ・データ九州
（株）エフワン
（株）オープンソース・ワークショップ
カーデックス（株）
GAKUEN
キッセイコムテック（株）
キヤノンITソリューションズ（株）
キヤノン電子テクノロジー（株）
キヤノンマーケティングジャパン（株）
九州NSソリューションズ（株）

（株）教育ソフトウェア
グーグル（同）

（株）ケー・エス・ディー
コンバイン（株）
コンピュータエデュケーションシステム（株）

（株）サーブネット
（株）シーエスイー
（株）シー・エス・シー
（株）シー・オー・コンヴ
シームスブレインズ（株）

（株）ジェイ・エス・エス
（株）システムディ
（株）システムリサーチ
（株）シティアスコム
（株）進学研究会
Sky（株）
スキャネット（株）

（株）駿台教育研究所
（株）セコニック
（一社）全私学新聞
（株）創源
ソニーネットワークコミュニケーションズ（株）
ソニーペイメントサービス（株）

（株）ソフトウエア・サイエンス
（株）ソリトンシステムズ
ソルクリエイト（株）

（一社）大学ICT推進協議会
ダイナコムウェア（株）

（株）タイムインターメディア
（株）大和コンピューター
中央コンピューターサービス（株）

（株）ディスコ
Tintri by DDN
テクノシステム（株）
東京書籍（株）

（株）東計電算
日鉄ソリューションズ（株）
日本事務器（株）

日本システム開発（株）
日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ（株）
日本通信紙（株）
日本電子計算（株）
ニュータニックス・ジャパン（同）
ネットフォース（株）
ハーモニープラス（株）
パナソニック インフォメーションシステムズ（株）

（株）BCN
（株）日立ソリューションズ・クリエイト
（株）ヒューマンテクノロジーズ
（株）票簿会計センター
フォーティネットジャパン（株）
富士ゼロックスシステムサービス（株）
富士フイルムイメージングシステムズ（株）
フライワイヤー（同）

（株）プリマジェスト
（株）ブレイクスルー
（株）文溪堂
（株）POPER
（株）ホライズン/Horizon Business 

Assistants
丸善雄松堂（株）

（株）MONOLITH Japan
（株）佑人社
リコージャパン（株）

（株）両備システムイノベーションズ
（株）Lentrance
ワールドビジネスセンター（株）

（株）ワッセイソフトウェアテクノロジー
（株）One Terrace
Howeasy （Shenzhen） 

Technology CO., LTD.<中国>
Lifeproof<香港>
LOCKNCHARGE<オーストラリア>
OtterBox Hong Kong LTD.<香港>

セキュリティ ゾーン
（株）アイアンドディ
アルプスシステムインテグレーション（株）
イーディーコントライブ（株）
エイチ・シー・ネットワークス（株）

（一社）FCF推進フォーラム
ソフト・オン・ネットジャパン（株）

（株）DataClasys
ドリームエリア（株）
日本情報システム（株）

eラーニング ゾーン
アイドック（株）

（株）iBoard Japan
Asuka Academy

（株）アップ
アテイン（株）

（株）ECC
（株）イー・ラーニング研究所
（株）wiwiw
（学）江副学園 新宿日本語学校
（株）エドベック
L Labsジャパン（株）

（株）エレファンキューブ
（株）学書
KIYOラーニング（株）
国立大学法人佐賀大学

（株）佐賀電算センター
ジョイズ（株）

（株）スタディラボ
DFOソリューションズ（同）

（株）テクノカルチャー
テクノブロード（株）
ナイスモバイル（株）
日本イーラーニングコンソシアム
日本データパシフィック（株）

（株）ネットラーニング
ビズメイツ（株）

（株）ヒューマンサイエンス
VQS（株）

（株）4COLORS
フォトロン M&E ソリューションズ（株）
マイクロラーニングコンソシアム

（株）名大SKY
（株）MetaMoJi
（株）メディアオーパスプラス
（株）ラーニングインパクト
（株）ラコムス
ロボ団

ICT機器ゾーン
（株）アイ・ディ・ケイ
アヴネット（株）
Actiontec Electronics INC.
朝日無線（株）
アバー・インフォメーション（株）
アライドテレシス（株）

（株）馬印
梅沢技研（株）

（株）映像センター
エクストリーム ネットワークス（株）
エス・ディ・エス（株）
NECフィールディング（株）
エプソン販売（株）
エム・ティ・プランニング（株）
エルゴトロンジャパン（株）

（株）エルモ社
エレコム（株）

（株）オーエス
Onyx International INC. <中国>

（株）ガイアエデュケーション
共信コミュニケーションズ（株）
京セラドキュメントソリューションズジャパン（株）

（株）ケイアイシー
（株）サカワ
サンワサプライ（株）

（株）ジェネシスホールディングス
シャ－プ（株）
シュア・ジャパン（株）
主体的学び研究所
ジョイテック（株）
SEAN AND STEPHEN CORP.<台湾>
全国ICT教育首長協議会

（株）ソニー・グローバルエデュケーション
ソニービジネスソリューション（株）
ソニーマーケティング（株）
Dynabook（株）

（株）ディアイティ
電子算盤<ウクライナ>
東芝情報システム（株）
東通産業（株）
トマトランド（株）
（株）ナリカ
日本電気（株）

（株）日本HP
（一社）日本教育情報化振興会
日本マイクロソフト（株）
ニューラインインタラクティブ<アメリカ>
ネオス（株）

（株）バッファロー
パナソニック（株）
パナソニックESネットワークス（株）
パナソニック システムソリューションズ

ジャパン（株）
広島県教科用図書販売（株）

（株）フォースメディア
フォーティネットジャパン（株）
富士ソフト（株）

（有）プラスソフト
（株）プリンストン
（株）フルノシステムズ
マクセル（株）
松田通商（株）

（株）マトリックスコミュニケーションズ
丸紅情報システム（株）
ミナト・アドバンスト・テクノロジーズ
メディアサイト（株）

（株）ラウンド
（株）リコー
リコージャパン（株）
理想科学工業（株）
レグート・バランス・システムBV<オランダ>

レノボ・ジャパン（株）
Robotel Inc.
ロボテル社<カナダ>

（株）YE DIGITAL
（株）AHA
AHA<韓国>
Moscow City Government<ロシア>
Shandong Lanbeisite Educational 

Equipment Group.<中国>

教材・教育コンテンツ ゾーン
（株）アート工房
（株）青井黒板製作所
朝日新聞東京本社

（株）イージーシステム<韓国>
インターカルト日本語学校

（株）ウイネット
（株）ウェルネスティ鹿児島
（株）英俊社
エデン（株）

（株）エドベック
（株）NHKエデュケーショナル
（株）NHKエンタープライズ
（株）NHK出版
（株）エル・インターフェース
（株）エンカレッジ
（株）学研プラス
教育開発出版（株）
Classi（株）

（株）グラブデザイン
（株）好学出版
（株）コードタクト
（株）シー・エス・テクノロジー
（株）島津理化
（株）新興出版社啓林館
（株）すららネット
ソフトバンク（株）

（株）龍野情報システム
チエル（株）

（株）D2C
（株）帝国書院
（株）ディストーム
（株）デジタル・ナレッジ
（株）Too
Nuribom<韓国>

（株）NOIKEデザイン
ビヨンド・パースペクティブ・ 

ソリューションズ（株）
PREMEDIACUBE（加藤文明社）

（株）プロンテスト
（株）ベネッセコーポレーション
（株）ホーユー
（株）明友社
ヤマハ（株）

（株）ユニフォトプレスインターナショナル
ラインズ（株）
楽天（株）

（株）ReDucate
ローランド ディー .ジー .（株）
The New York Times Licensing

Group<アメリカ>

プログラミング・STEM ゾーン 
学びNEXT

（株）アーテック
（株）アイ・オー・データ機器
（一社）ICT CONNECT 21
アシアル（株）
アドビ システムズ（株）
アンザスインターナショナル（株）
eDCグループ（（株）SCC/宇宙技術開

発（株）/電子開発学園/北海道情報
大学）

（株）インフィニットマインド
（株）エクシード
（株）エデュゲート
（株）エナジード
（株）学研エデュケーショナル
（株）九州コーユー
ケニス（株）

（株）サインウェーブ

（株）佐賀IDC
（株）ジンジャーアップ
（株）スイッチエデュケーション
（株）全教研
ソフトバンク（株）

（有）ソリューションゲート
（株）ダイセン電子工業
（株）タカヤコミュニケーションズ
DJI認定ストア大阪 深空（株）

（株）Digika
（株）ナチュラルスタイル
（株）⽇本ビジネスデーター

プロセシングセンター
NeoLAB（株）

（株）Visang教育<韓国>
ヒューマンアカデミー（株）
Brothers & Co.（株）
プリモトイズ

（株）プログラぶっく
（株）マルシス<韓国>
Makeblock Japan（株）<中国>

（株）モリサワ
山崎教育システム（株）

（株）UEIエデュケーションズ
優良教材（株）

（株）ユニティ
（株）リンクスインターナショナル
（株）ワイズインテグレーション
DFRobot<中国>
Harbin Zhiqu Technology 

CO., LTD.<中国>
Shenzhen Bell Creative Science 

and Education CO., LTD.<中国>
Shenzhen Chaihuo Maker Education 

Services Limited<中国>
Shenzhen Yuejiang Technology<中国>

同時開催 学校施設・サービス EXPO

アイリスチトセ（株）
（株）アクアプロダクト
アサヒシューズ（株）

（株）イトーキ
インスタイル（株）
AGCグラスプロダクツ（株）
エコー・ジャパン（株）

（株）オカムラ
音響特機（株）
環境工学（株）
岸工業（株）

（株）共立メンテナンス
（株）GRIP
（株）ジリオン
（株）スイデン
（株）スリップオン
セイコークロック（株）

（株）大王製作所
大同至高印刷（株）
TAKEUCHI（株）
TOA（株）
日本毛織（株）

（株）ニプリック
日本環境マネジメント（株）

（株）日本コーイン
日本フイルコン（株）
日本理化学工業（株）

（株）日本ロックサービス
（株）パーソナル
PAEグローバル（株）
ピーエス（株）

（株）ピュアトーン
不二精機（株）

（株）Fujitaka
フューチャーモデル（株）

（株）プロテック
明豊ファシリティワークス（株）
Foshan Xiangju Seat Factory

CO., LTD.<中国>

出展社一覧 下記の出展社一覧は 会期約4カ月前のものです。最新の出展社
一覧は随時ホームページにて公開します。なお、開催時には増減
する可能性があります。（2019年2月14日現在）

最新の出展社・製品などの詳しい情報は
▶▶▶ www.edix-expo.jp/eguide_tokyo/

●来場された方には、今後、DMや電子メールなどにより、弊社の展示会・セミナーの開催案内をさ
せていただきます。また、報告書などに本展の来場者として氏名を伏せた上で社名、所属、役職
を掲載することがあります。掲載を希望されない場合は次の□にチェックを入れてください。   □

●日本展示会認証協議会による展示会来場者数の認証のため、来場確認のお電話をさせて
いただく場合があります。

●弊社は個人情報について細心の注意を払っています。弊社の方針はホームページ
（https://www.reedexpo.co.jp）をご覧ください。
●本展は商談のための展示会ですので、学生の方および18歳未満の方のご入場はお断りします。

1. あなたの職業は？ （あてはまるものに１つだけ□印を付けてください。）

□1．教育委員会 □2．自治体
● 大学● 教育委員会・自治体

● 小・中・高等学校 ● 塾・予備校
□4．小学校 □5．中学校／高等学校 □6．塾／予備校

● 専門学校・教育機関
□7．専門学校 □8．語学スクール／カルチャースクール
□9．幼稚園／保育園 □10．図書館 □11．その他教育関係者

□3．大学／短大

□12．学校専門販売業者 （書店、文房具店、事務機器ディーラー、各種小売・卸業者など）
● 学校向け流通

● 教材・コンテンツ
□13．教材コンテンツ □14．各種教材 □15．出版社

□16．ＩＣＴ機器 □17．通信機器 □18．ハードウェア
● ICT・通信機器関連

□19．ソフトウェア □20．SIer

● ソフトウェア・SI

□30．施設管理・運営会社
● 施設管理・運営会社

● 法人・官庁

来場者登録欄 ●ご来場前に下記に全てご記入のうえ、名刺2枚を添えて展示会受付に
　ご提出ください。引換えに入場者バッジをお渡しいたします。

□21．企業の人事、研修、総務部門 □22．企業の情報システム部門 □23．企業の営業部門
□24．官庁  □25．研究機関  □26．マスコミ
□27．その他法人

● 建設・設計会社
□28．建設会社／ゼネコン □29．建築事務所／設計会社

□ 1．次回の出展を検討したいので、展示会出展案内資料（無料）を送付してほしい。
□ 2．次回の出展の申込みをしたいので、連絡がほしい。

2. 次回（2020年開催） 教育ITソリューション EXPOの出展について

▼ 受講申込み
1  ～ 5  のセミナー受講
のお申込みは  
▶ www.edix-expo.jp/

seminar_tokyo/

受講料金

● 電話によるお申込みは、承っておりません。 
● E-mailにて「メール受講券」をお送りいたしますので、当

日、セミナー会場までお持ちください。 
● 必ずご本人様がご出席ください。

教育ITソリューション EXPO セミナー事務局
E-mail： edix-con@reedexpo.co.jp
TEL：  03-5259-9056 （10:00～18：00 土日祝休み）
FAX：  03-3295-7007 （24時間受付）

お
問
合
せ
先

無 料1 5～

下記コードより 
アクセスください▼

ES1


